
、



メ=log23， B=log35， J=log」-2，8=E たとえば1との大小を比べて、
○ と △ は 1より小さい

い） XBT=hgd.bg？5-log52__
（口と☆は

1より 大きい、
とする

log同士の積はどうしようも → あ と は O r s △ と D u s☆で終了 .
ない.（真数の積ならlogの和） 今回も 1との大小はす興大事
→ 底をそろえて消していく

B= log35>I (log33）坳 邈 域 は！な？？！！！？
に確定

※ 醐 で 。 .

|
，
_.

= 1 となって示された。 囮 であり、 d i B.8を比較する。
底をそろえて真数を比べる.

（2） 並び方は24通り ← 4！
全て調べるのはムリ. 0 = log2E → X と 比 べ る
基準が欲しい、背の順と同じ， =log2等 <log23 = d

T



O=log,E → Bと比べる よって
fix）= f t p . i t q x t l=logs噐〉なら高=P →特徴わからないので

メ、f，8で表してみる。
よって 8<0<8ーーくしとなる。 =が

!

は+p+r）が

たまたまスムーズに行ったので、 + k p + p r t t x ) x

"

I、 ，dとBの比較は不要になった. ☆因数分解できる.
（メとBを比べるのは難しい）

、/
= （Xtd）（xtp）（xな人 となる。1（3）素朴に代入→わからない→グラフ化ーーて理 解と係数の関係 \よっ

て→ f(x）=0は
☆ 対称式→基本対称式で表せる。 x=一の，-0，-8を3解に持つ数の1が関係と相称よい T i は円で調べてる！
q=J+f+ f グラフの概形がわかる。基本対称式！
= A t t d t e = p -

（今回は正負の判別なので
dp r =、 グラフの特徴でいけそう）



ここで（2）より
- r > - 1 > - p > - E > - x

-
疒：，
だ となるので、となるのでf(x）のグラフは

flx） ※" 𦥯 "

「，かだ となる。
を得る。

- Iがどこに入るか？
-8との勝負

rとさの大小を比べると、

I=log5E>log52=8より
よく I . つまり -8〉-Iとなる。
よってfけ）のグラフは


